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B 7　　　ホームランドリーに関する研究一家庭における洗濯行動と洗m効果一

　　　　花王石鹸㈱　花王生活科学研　○加藤真弓　重弘文子

　　　　　　　　　　家庭品企画本部　　藤本典裕　峰岸　裕

〔目的〕家庭洗濯に欠かせない洗剤や洗濯機は、最近、社会的要請や技術進歩などによっ

て変化し、多様なものとなってきた。　このような状況下での洗濯行動の一端を明らかにし

効果的な家庭洗濯を考える手がかりとした。

Ｃ方法３首都圏の普通世帯の主婦4 3 3名を対象に、昭和5 8年7 ~ 8月。洗濯行動につ

いて調査し、過去の調査結果から経年変化をみた。　また、一部の家庭については、洗濯物

の種類や洗濯機の機種名、洗い方などの記録と洗濯液の採取を依頼し、洗濯物の重量や洗

濯水量、浴比、洗剤使用濃度などを推定した。

〔結果〕洗濯頻度、仕分け、洗濯液の繰り返し使用、すすぎ方法など、大まかにみると、

ここ数年大きな変化はみられなかったが、今回の行動調査により次の知見が得られた。

①ワイシャツの衿・袖口、’靴下等の落ちにくい汚れに対しては普通洗濯以外に部分洗いや

漬けおき洗いなどが行なわれており、家庭での工夫がうかがわれる。　漬けお｡き洗いは、従

来ヨーロッパで慣習となっていたが、日本でもこゝ数年増加してきたことが認められた。

②洗濯機は大型化の傾向にあり、洗濯容量は種々である。実際の洗濯物重量と水量の調査

結果によると、洗濯機に表示されている標準洗濯容量の約8 0％以下で洗濯している家庭

が多く、これは汚れ落ちや洗いムラの防止の点からみると好ましい。

③洗剤を計量している家庭は約8 0 ％ある。　実際に洗濯液の洗剤濃度を調べてみると、計

量している家庭では、平均値がほぼ標準使用濃度と一致した。　計量していない家庭ではバ

ラつきが大きく、標準使用濃度以下で洗濯している家庭での洗浄力低下が懸念される。

B 8 全自動洗濯槻の節約コ-スでの洗浄力挙動に関する検討
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　目的　全自動洗濯機の節約コースは標準ｺ一一ｽに比べ、洗浄時間がVz、すすぎ時間・回数か約Vzに短

縮されており、洗剤濃度は洗剤の標準使用濃度の%と指定したものか大半を占めている。我々は、節約

コースに適した洗浄方法を明らかにすることを目的として、節約コースでの洗浄力の挙動について検討

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
　方法　汚垢布；各種人工汚垢布（泥、油、水分散媒法人工汚垢布）、天然汚垢布（衿汚垢布）について

それぞれ汚れ程度の異なる２種の汚垢布を調整。　供試洗剤；無りん合成洗剤（酵素配合、無配合の２

種）　洗浄機器；全自動洗濯機、二槽式洗濯機

　結果　①各汚垢布共に洗剤濃度を洗剤の標準使用濃度のｼﾞ4とした場合、標準使用濃度に比べ洗浄力は

低下する。この傾向は洗浄時間か'/z に短縮された節約コースで顕著である。

　②標準使用濃度の場合、節約コースでは標準コースで洗浄した場合に比べ、水分散媒法人工汚垢布と

衿汚垢布の汚れ程度の大きいもの及び泥汚垢布で洗浄力低下の傾向が認められるが、水分散媒法人工汚

垢布と衿汚垢布の汚れ程度の小さいもの及び油汚垢布では大差ない。

　③酵素配合洗剤の洗浄力は酵素無配合洗剤に比べ、予浸をしない場合には洗浄時間の影響が大きい。

予浸をした場合には洗浄時間の彫響はわずかであり、標準使用濃度で洗浄すれば、標準コー－スと節約コ

ースの洗浄力は同等である。

　以上の結果より、節約コースでの洗浄力は洗剤濃度を洗剤の標準使用濃度の/iとした場合、汚れ程度

か小さい場合でも不十分である。さらに、標準使用濃度で洗浄する場合でも酵素配合洗剤を使用し、予

浸をするなどの洗浄力の向上を工夫する必要がある。　　　　　　　※奥村ら；油化学、30,432 (1981)


